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カビの1種から得られたレクチンCLAは.単
線 こ対してはNアセチルグルコサミンと結合する

という.ごくありふれた特異性を示すにすぎない

が.動物赤血球に対してはきわめて高いヒト特異

性を示し.ヒトの間ではほほ同一の凝集活性を示

す｡ヒト以外では,調べた26種,155個体の霊長

桝のうち.チンパンジーの一部,アジルテナガザ

ル,シロテテナガザル,フサオマキザルの4種,

9個仕の赤血球を,ヒトに対するl/64の強さ

で叔災するにとどまった｡詔長類以外の嘱乳頬,
I:.19規.偶虫ヲ乳 両生撰,魚規の赤血球は,調べた

26種の全てが凝集されなかった｡凝集は全てNア

セチルグルコサミンによって招抗阻害され,また

非お袋性の赤血球あるいはその破砕物は,全てC

LAを吸収しなかった｡かかる高度の特異性は.
ヒトとヒト以外の動物を識別する目的にはきわめ

て有効であるが,校内あるいは柱間の連続的な遺

伝的性質の解析には不適当と考察された｡

CLAによる凝袋ないし結合は赤血球に特異的

であり,ヒト末梢血中の非赤血球細胞および体液

成分とは反応しない｡ヒト赤血球系株細胞,骨髄

芽球系株細胞,前骨駈球系株細胞.単球系株細胞.

T細胞芽球系株細胞,形質細胞系株細胞8株で調

べたところ,･赤血球系細胞であるHEL細胞のみ
がCLAと結合および凝集を示した｡HELをヘ
ミンまたはDMSOで処理しても,反応は無処理

の場合と同様に進行するが,フォルボールエステ

ルで処理すると,反応はほとんど完全に抑制され

た｡血統柄患者のうち.再生不良性貧血患者の一

班では,CLAによる赤血球凝集反応が著しく抑
制される例があった｡

詔良雄の血液病に関しても,同様な検討が期待

される｡
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扶々はヒトTBGのRIA系を用いて狭鼻類の

TBGの一次構造はヒトのものと放似するが,広

爵頬,原猿類のそれは全く異ることを示唆する成

続を既に報告した.今匹引胡詣麦類及び広舜猿類の血

中T4結合蛋白の物理化学的性状を,結合動態の分

析及び各種電気泳動を用いて検討した｡

アガローズ電気泳動にJ:る分析で.原放校に屑

するワオキツネザル,オオガラゴの血桁にはヒト

TBGと同様α-グロブリン分画に泳動されるT4

結合蛋白の存在を認めたが,広鼻放類のそれはアル

ブミン近くに泳動された｡等冠点磁気泳動でも原

猿頬T4結合蛋白はヒトTBGと同様pH4.0-4.5

に泳動され,広昇投獄のそれはpH5B～6.0と全く只

る部位に泳動された｡結合動態の分析では原投獄

のT4結合蛋白がヒトTBGと同様の結合親和性

(Ka-2×1010M~1)を示したのに対し,広弗
技研では高親和性の結合は見られなかった｡血中の

T4濃度は原猿類では3.9±0.9pg/dLを示した

のに対し,広奔放類のオマキザル科に屈するヨザル,

フサオマキザル,ノドジロオマキザルでは0.73±

0.83FLg/dL,マーモセント科に屈すろマーモセ

ット,ワタボウシタマリンでは6.9±2.1JLg/dE

であった｡

以上の結果原校規ではヒトTBGと同様の物理

化学的性状を有すろT4結合蛋白が血中に存在する

と考えられた｡一方広界放熱にはヒトTBGの様な

高親和性を有するT4結合蛋白は存在しないと考え

られた｡

広鼻猿規中オマキザル科はヒトTBG欠損症Iこ見

られる様な血清T4値を示したが,マーモセット科

は著しい高値を示し,両者とも高親和性のT4結

合蛋白を持たないことを考慮すると,マーモセッ

ト科に属する動物が甲状腺ホルモン不応状態を有

する可能性や,T4からT3への転換異常等を有する

可能性が示唆され,今後更に研究を行いたい｡
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